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地域産業を成長産業分野へ展開するためのイノベーション人材の集積

地域イノベーション戦略

　岐阜県では、優れたモノづくり技術やノウハウを持つ地域産業を航空機・次世代自動車産業などの成長産業へ展開し、
産業構造を多様化・高度化する構想を掲げている。その戦略として、地域産学官共同研究拠点「ぎふ技術革新セン
ター」を活用し、産学官連携によるイノベーションにより成長産業への展開を促進する「ぎふ技術革新プログラム」を推
進している。そこで、中核を担う研究者7名、コーディネータ4名を集積し、地域イノベーション戦略を更に加速させる。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：岐阜大学、名古屋工業大学、大同大学）
　　航空機・次世代自動車産業の生産技術分野における産学官共同研究を実施する研究者を集積する。当該地域に研  
　究成果の展開・実用化のための研究者を招へいし、ぎふ技術革新センターを活用した産学官共同研究により「ぎふ技
　術革新プログラム」を推進し、地域の技術力向上を図る。特に、航空機・次世代自動車産業の生産技術分野において、
　今後ますます必要とされるCFRP（炭素繊維複合材料）などの「機能性・軽量強化部材」について、重要視される成
　形加工技術及び機能性材料開発を中心に研究者を集積する。

2. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：（公財）岐阜県研究開発財団）
　　航空機・次世代自動車分野を主な対象分野とし、産学官連携を推進する4名のコーディネータを配置する。そのう
　ち、統括を含む2名のコーディネータを産学官連携の拠点である「ぎふ技術革新センター」に配置し連携を強化する。
　また、東海地域広域で活動する広域化コーディネータにより連携を広域的に展開する。
　　企業ニーズの把握、シーズとのマッチングを通じ、事業成果を見据えた質の高い共同研究プロジェクトの企画推進、
　研究成果の技術移転、航空機分野への新規参入促進支援等を実施し、「ぎふ技術革新プログラム」を推進する。

その他

●研究機能・産業集積高度化地域（平成23年～27年度）

ぎふ技術革新プログラム推進地域
総合調整機関
公益財団法人　岐阜県研究開発財団
〒５０９-０１０９　
岐阜県各務原市テクノプラザ一丁目1番地
TEL０５８-３７９-２２１２

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…川崎重工業（株）、（一社）岐阜県工業会、（一社）岐阜県経済同友会、岐阜県機械金属協会
学…岐阜大学、名古屋工業大学、大同大学、岐阜工業高等専門学校
官…岐阜県
金…十六銀行、大垣共立銀行
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　炭素繊維複合材料などの「機能性・軽量化部材」は、発展が期待され

る航空機・次世代自動車産業をはじめ、次世代産業の重要なキーワード

である。そこで、「ぎふ技術革新センター」を拠点に、この分野の研究者、

コーディネータを地域に集積し、産学官でプロジェクトを推進しながら、

企業や関連機関などと広域的な連携を図り、地域産業の発展に貢献し

たいと考えている。

略歴：昭和52年岐阜県入庁、平成17
年岐阜県産業労働部産業政策課技術調
整監、平成19年から工業系公設試の
所長を歴任し、退職後平成23年から
当財団副理事長就任

プロジェクトディレクター

山 下  典 男

次世代電池を核とした地域イノベーションの創出

地域イノベーション戦略

　文科省の都市エリア事業におけるこれまでの研究開発で、既に原型試作開発（ベンチスケール）に成功している「全固

体ポリマーリチウム二次電池」を「次世代電池」と位置づけ、当該電池を中心に据えた新産業の創出に向けた取り組み

を進めている。これまでに構築してきた電池開発に関する産・学・官連携体制をさらに強化することで、電池の実用化・

事業化を加速し、県内外を含めた次世代電池関連の新たな産業構造の確立に向け推進する。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：三重大学）
　　全固体ポリマーリチウム二次電池の性能向上、及びそれに伴う実用化促進を加速させるため、中核研究機関である
　三重大学の次世代型電池開発センターに、新たな電池開発研究者2名（国内の大手電池製造企業の技術開発経験者、
　及び若手研究者）を招聘し、研究体制の充実を図った。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：三重県産業支援センター）
　　産学官の研究機関・研究部門の技術シーズを収集・整理し、協議会参画企業にマッチングする役割を担う「技術連携
　コーディネーター」、協議会参画企業に製品試作や実証実験の実施を働きかける役割を担う「実用化促進コーディネー
　ター」、電池部材製造技術及び部材組立プロセス技術の企業への技術移転活動を行う「技術移転コーディネーター」
　を三重県産業支援センターに配置し、三重大学の基礎研究成果をベースに三重県工業研究所と連携しながらフルセル
　電池を作成・評価することにより、課題を基礎研究にフィードバック、また、電池の市場性調査を並行して行う事により、
　参画企業4社とのアプリケーション側からの連携を強めながら総合調整機関として下図の推進協議会を運営。
　　現在、県内9機関、県外6機関の計15機関で推進協議会を構成し、県内外の研究機関・企業を巻き込んだ知の
　ネットワークを構築している。

ナノテク・材料

●研究機能・産業集積高度化地域（平成23年～27年度）

三重エネルギーイノベーション創出地域
総合調整機関
公益財団法人　三重県産業支援センター
〒５１０-０８５１　
三重県四日市市塩浜町1-３０
TEL０５９-３４９-２２０５

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…（株）リコー、凸版印刷（株）、明成化学工業（株）、キンセイマテック（株）
学…国立大学法人三重大学
官…三重県工業研究所、（公財）三重県産業支援センター
金…百五銀行、三重銀行
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　「全固体ポリマーリチウム二次電池」は、発火・爆発等の恐れがない高い安全

性、薄い・軽い・曲がるというフレキシブルな新規機能性を有し、さらには、簡便

な印刷手法により製造することでコスト削減の可能性がある。今後は、実用化・

事業化に向けた研究開発を進め、本電池をコンセプトとした県内産業の新たな

展開及び関連企業のクラスター化によるイノベーション創出に向けたマネジメ

ントを行っていく。

略歴：元三重県科学技術振興
センター所長、現公益財団法
人三重県産業支援センター副
理事長

プロジェクトディレクター

高 橋 　 陽 一
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CFRP複合材料
成形加工
（岐阜大学）

次世代
金属材料
成形加工
（岐阜大学
／大同大学）

機能性
材料開発

（名古屋工業大学）

所　　属

岐阜大学  特任教授

岐阜大学  特任教授

名古屋工業大学  特任准教授

名古屋工業大学  特任助教

大同大学  教授

岐阜大学  特任准教授

岐阜大学  特任准教授

航空機部品への適用、特性評価

金型トライボロジー特性、摩擦摺動面評価

傾斜機能材料化によるエネルギー吸収

新セラミックスコーティング技術

高強度金属材料、加工シミュレーション

短繊維中間材料、ハイサイクル成形

組物構造部材、高品位せん断加工法

氏　　名 分　野 研　究　内　容

深川　仁

土屋　能成

塚本　英明
服部　将朋

五十川  幸宏

大谷　章夫 複合材料

金属材料

機能材料

魚住　忠司

所　　属

統括コーディネータ

広域化コーディネータ

科学技術コーディネータ

科学技術コーディネータ

氏　　名

ぎふ技術革新センター駐在

ぎふ技術革新センター駐在

担　　当

伊牟田  守

鈴木　広志

棚瀬  昭二

三輪  實

企業化への推進体制
三重県

二次電池関連企業三重県
太陽電池
有機EL照明
関連企業

三重県外
二次電池材料企業

（1社）

三重県外
二次電池ユーザー企業

（1社）

［金融機関］
百五銀行

［金融機関］
三重銀行 三重県

商工会議所連合会

三重県
中小企業団体中央会JSTによる

「A-STEP」
を活用

三重県内
電子機器
組み立て企業
（1社）

三重県内
装置関連企業
（1社）

三重県
印刷エレクトロニクス・薄い　曲がるユビキタスデバイス関連企業

実用化促進研究部会（7機関）
「ポリマーリチウム二次電池共同開発」

リコー   　凸版印刷　    明 成 化 学 工 業　 キンセイマテック

三重大学次世代型電池開発センター

三重県産業支援センター

三重県工業研究所

三重県次世代電池イノベーション推進協議会
「電池の材料部材・製造設備・ユーザー等の技術＆事業ネットワーク」

現在15機関（県内9、県外6）

（産）

（学）

（官）

12.24 12.18


